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１　取組一覧

子
ど
も

若
い
世
代

壮
年
期

高
齢
者

幼稚園・保育所の指導者向け研修会の開催 4 ○

子ども用調理器具貸出事業の創設 4 ○

食農体験農場の開設推進 4 ○

子ども達の自発的な学びと実践につながる食育マンガの作成 4 ○

府内の学校へ「お弁当の日」取組の働きかけ 4 ○ 2

大学生を対象にした料理教室の開催 5 ○ ○

京都における季節の行事食などの研修会の実施 5 ○ 11

きょうと食いく先生の養成講座と認定、派遣授業の実施 5 ○ ○ ○ ○ 12

食育シンポジウム等の開催 5 ○ ○ ○

実践型食育講演会の開催 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2

食育団体が連携した食育活動の推進 6 ○ ○ ○ ○

「たんとおあがり京都府産」施設（京都府産農産物利用推進施設）の認定 6 ○ ○ ○ ○ 4

京野菜ランドによる宅配事業への支援 6 ○ ○ 10

食品表示法や機能性表示食品等に関する講習会の開催 7 ○ ○ ○ 5

食の府民大学の講義の充実 7 ○ ○ ○ ○ 7

食の安心・安全意見交換会、フォーラムの開催 7 ○ ○ ○

リスクコミュニケーション等の開催 7 ○ ○ ○

食品ロス削減府民会議の開催 8 ○

食育強化月間における関係団体と連携した啓発　 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○

食のみらい宣言・実践活動表彰の実施 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

イベント等での食育の啓発 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

きょうと食育ネットワーク団体による食育を支援する活動の登録と情報提供 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都府及び関係機関の「食」に関する情報の提供 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

きょうと食育ネットワーク団体による食育講座の情報発信 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

食育プラットフォーム参加者の拡大 9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保
健
体
育
課

学
校
教
育
課

高
校
教
育
課

学校教育活動全体を通じた食育の推進 10 ○ 1

学
校
教
育
課

高
校
教
育
課

調理実習等の充実 10 ○ 1

地場産物を取り入れた学校給食の促進 10 ○ 3

地域の人材を活用した体験学習等の実施による生活実践力の育成 10 ○ １・12

教
職
員

課 採用選考試験等の実施 10 ○ 1

教職員研修の充実 11 ○ 1

学校給食を活用した食育の推進 11 ○ １・３

「きょうと健康おもてなし食の健康づくり応援店」の増加 11 ○ ○ 6

「健康ばんざい京のおばんざい弁当」の販売数 11 ○ ○ 13

担当または窓口

教
育
委
員
会

農
林
水
産
部

健
康

福
祉
部

食
の
安
心
・
安
全
推
進
課

保
健

体
育
課

保
健

体
育
課

健
康

対
策
課

食
品
ロ
ス

推進計画の施策 推
進
計
画
の

目
標

の
項
目
番
号取組事項名

ペ
ー

ジ

世代に応じた 健
康
増
進

家
庭

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

京
都
な
ら
で

は
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高
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推進計画の施策 推
進
計
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目
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の
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ペ
ー

ジ

世代に応じた 健
康
増
進

家
庭

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

京
都
な
ら
で

は

働き盛り世代の生活習慣病予防を目的とした啓発 11 ○ ○ ○

健康づくりイベントでの食育啓発活動 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○

山
城
南

保
健
所

家庭における食育推進をねらいとした啓発 12 ○ ○

山城マルシェの開催 12 ○

山城産をおいしく食べられる食堂の登録開始 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○

キッチンカーによる野菜畑等での料理講習会の開催 12 ○

山城の農業や食の魅力を伝える山城産品インターネット販売の開始 13 ○ ○ ○ ○

山
城

教
育
局

山城地方食育・学校給食研究協議会の開催 13 ○

直売所を巡るクイズラリーの実施（ぐるっと京都丹波ﾌｧｰﾏｰｽﾞﾏｰｹｯﾄﾗﾘｰ） 13 ○ 9

意見交換会の開催～おいしい京都丹波イチ推しﾚｼﾋﾟ＆ﾄｰｸ～ 13 ○ 9

「京丹波豆ONEグランプリ２０１６」の開催 14 ○ ○ ○ 9

京都丹波産豆を使った新しい給食献立を提供 14 ○ ○ 3

おいしい食の応援隊（農作業ボランティア）の開催 14 ○ ○ 9

小学生椎茸菌打ち体験 14 ○ ○ 9

栽培から加工、調理まで行う食育 14 ○ １、１２

南
丹
地
域
食

の
安
心
・
安

全
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー

ム

食の生産現場における安全対策を学ぶフィールドワークの実施 15 ○ 5

大学等を会場とした食育キャンペーンの開催 15 ○ ○ 9

働きざかり世代への企業食堂を通じた健康づくり「けんこう食堂化プロジェクト」 15 ○ ○ 9

「なんたん・かんたん・やさい料理」レシピカードを活用した野菜摂取量向上の取り組み 15 ○ ○ 9

きょうと健康長寿推進京都丹波地域府民会議食環境部会の開催 16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9

南
丹

教
育
局

南丹地区食育・学校給食研究協議会の開催 16 ○ ○ ○ ８，１２

食育に関する講演の実施（みんなでコラボin中丹） 16 ○

「中丹地区食育・学校給食研究大会」の開催 16 ○ 1

振
興
局

農
林
商
工
部

学校給食における地元産食材の利用と食育の推進 17 ○ 3

振
興
局

農
林
商
工
部

小学校の食育活動に対する支援 17 ○

食育フォーラムの開催 17 ○ ○

イベントでの食育体験コーナー等の設置 17 ○

食育月間の取組 18 ○

丹
後

教
育
局

丹後食育・学校給食研修会の開催 18 ○

山
城
管
内

南
丹
管
内

中
丹
管
内

丹
後
管
内

丹
後

保
健
所

振
興
局

農
林
商
工
部

南
丹
保
健
所

中
丹

教
育
局

振
興
局

農
林
商
工
部

山
城
北

保
健
所

2 



子
ど
も

若
い
世
代

壮
年
期

高
齢
者

担当または窓口
食
品
ロ
ス

推進計画の施策 推
進
計
画
の

目
標

の
項
目
番
号取組事項名

ペ
ー

ジ

世代に応じた 健
康
増
進

家
庭

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル

京
都
な
ら
で

は

乙
訓
保

健
所

乙
訓
教

育
局

京
都
乙
訓
農

業
改
良

普
及
セ
ン

タ
ー

特定給食施設である事業所における食習慣の改善に向けた取組 18 〇

乙
訓
教
育

局

乙訓学校給食研究大会の開催 18 ○

子どもを対象とした農業体験の開催 19 ○

高校生・大学生による農業関連実践活動 19 ○

府関連施設を活用した農林漁業体験（農業体験活動の推進） 19 ○

府関連施設を活用した農林漁業体験（食を楽しみんがら学ぶ） 19 ○

京都発！「食とみどりのサイエンスＮＯＷ」の開催 20 ○ ○

農林水産技術センター施設公開の開催 20 ○ ○ ○ ○

女性農業者による食育活動と農山漁村伝承技能保持者によ
る技術伝承活動

20 ○ ○ ○

農山漁村伝承技能の登録・認定 20 ○ ○

「京都米の良さ発見」提案事業の実施 21 ○

京都米提供店の登録 21 ○

茶育の推進 21 ○

環境にやさしい農業に取り組むエコファーマーと消費者の交流会の開催 21 ○

学校での水産教室の開催 21 ○

都市漁村交流の促進 22 ○ ○ ○ ○

商
業
・

経
営
支

援
課

高齢者等への買い物支援 22 ○

農林水産フェスティバルへの出展 22 ○

食品表示法・HACCP研修会の開催 22 ○ 5

82 44 26 20 18 28 24 18 22 1件数

京
都
乙
訓
管
内

農
林
水
産
部

商
工
労
働

観
光
部

も
の
づ
く
り
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興
課
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援
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課
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流
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･
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ド
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略
課
）

流
通
･
ブ

ラ
ン
ド
戦

略
課

農
産
課

水
産
課

農
村

振
興
課
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4

２ 取組の展開

取組事項名 幼稚園・保育所の指導者向け研修会の開催

取組の内容

幼児への味覚の発達・調理力向上等を目的に、幼稚園・保育園等の指導者を対

象とした研修会を実施し、幼児に対する調理実習の推進を図っていきます。

目標：1 回

取組事項名 子ども用調理器具貸出事業の創設

取組の内容

子どもを対象とした調理実習を推進するために、子ども用の調理器具の貸出事

業を創設し、子どもたちが調理を学ぶ機会の提供を支援します。

取組事項名 食農体験農場の開設推進

取組の内容

子どもたちが五感を使って、種まき・苗植え、草引き、 施肥、収穫、調理など

一連の農作業体験と食に関する学習ができる農場の開設を支援します。

  

目標：きょうと食農体験農場及び体験ができる京野菜ランドの登録 55 箇所  

取組事項名 子ども達の自発的な学びと実践につながる食育マンガの作成

取組の内容

食育を分かりやすく子ども達に伝え、また、子ども達が自発的に食育できるき

っかけとなるよう、テーマごとの食育短編マンガを作成します。

取組事項名 府内の学校へ「お弁当の日」取組の働きかけ

取組の内容

子ども達が自分でつくる「お弁当の日」を府内の学校に広めるため、府内での

実践状況や取組等について、情報を提供します。

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  世代（子ども）施策

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  世代（子ども）施策

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  世代（子ども）施策

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  世代（子ども）     施策

目標 ２担当または窓口 食の安心・安全推進課  世代（子ども）     施策



5

取組事項名 大学生を対象にした料理教室の開催

取組の内容

学生生協等と連携し、食育空白世代と言われる大学生を対象とした料理教室を

開催します。

目標：３回

取組事項名 京都における季節の行事食などの研修会の実施

取組の内容

食の安心・安全府民大学やきょうと食育先生の活動において、京都における季

節の行事食などの研修会を実施します。

取組事項名 きょうと食いく先生の養成講座と認定、派遣授業の実施

取組の内容

学校等において、専門的な知識を有し農作業や調理等を指導できる人材を育成

するため、養成講座を開講し、きょうと食いく先生の認定を行います。

また、小・中学校等へ社会人講師として出前授業を行う取組を進めます。

目標：養成講座開催 １回

    きょうと食いく先生の授業数 １６０回

取組事項名 食育シンポジウム等の開催

取組の内容

きょうと食育ネットワーク、大阪ガス（株）と共同で「みらいを育てる“食”」

をテーマにシンポジウムを開催し、学校、地域、家庭での食育推進を働きかけま

す。

目標：１回

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  世代（若い世代）、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ施策

目標１２

担当または窓口  食の安心・安全推進課              

世代（子ども、若い世代）、家庭、京都なら

では

施策

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課 世代（子ども、若い世代）、家庭施策

目標１１担当または窓口  食の安心・安全推進課  京都ならでは施策
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取組事項名 実践型食育講演会の開催

取組の内容

自分で作る「お弁当の日」の取組を京都府で広めていくために、「お弁当の日」

の考え方や実践例等の講演を聴くとともに、参加者自身が自作のお弁当を持ち寄

り「お弁当の日」を体験し、他の参加者と意見交換します。

目標 １回

取組事項名 食育団体が連携した食育活動の推進

取組の内容

食育活動組織が連携して取り組まれる新たな食育の取組について、経費の一部

を助成し、府内の各地域における食育の取組増加を促します。

目標：食育のたね交付金交付団体 15 団体

取組事項名 「たんとおあがり京都府産」施設（京都府産農産物利用推進施設）の認定

取組の内容

地元農産物の利用に意欲的な病院・福祉施設、社員食堂、大学食堂を対象に認

定証の交付を行い、意欲の向上を図ります。

目標：新規認定施設数 12 施設

取組事項名 京野菜ランドによる宅配事業への支援

取組の内容

直売所へ出向くのが難しい方のために、京野菜ランドが宅配事業を実施できる

よう研修会を実施するなど支援します。

目標：研修会の開催：1 回

目標 ２担当または窓口  食の安心・安全推進課  世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ施策

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課    世代（子ども、若い世代、壮年期、高齢者）施策

目標 ４
担当または窓口  食の安心・安全推進課  

世代（若い世代、壮年期、高齢者）京都なら

では

施策

目標１０担当または窓口  食の安心・安全推進課  世代（高齢者）、ライフスタイル施策
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取組事項名 食品表示法や機能性表示食品等に関する講習会の開催

取組の内容

平成３２年度に完全施行される食品表示法や機能性表示食品等に関する正しい

情報を提供するために、講習会等を開催します。

目標：５回

取組事項名 食の府民大学の講義の充実

取組の内容

特に忙しい子育て世代に対して、食材を選ぶことや、調理方法の知識を簡単に

入手できるように、Youtube を活用した『５分間の講義（映像 Wikipedia）』を

提供します。

目標：６回

取組事項名 食の安心・安全意見交換会、フォーラムの開催

取組の内容

食の安全に関する施策や取組について、消費者及び生産者等と各広域振興局ご

とに意見交換を行うとともに、消費者及び生産事業者等と協働して食の安心・安

全フォーラムを開催し、食品の安全性に関する知識を啓発します。

目標：６回

取組事項名 リスクコミュニケーション等の開催

取組の内容

食中毒、食品添加物、放射性物質等の食に関するリスクをテーマに、生産者、

事業者、専門家などの関係者と意見交換を行い、理解を深めます。

目標：１５回

目標 ５担当または窓口  食の安心・安全推進課  健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ施策

目標 ７担当または窓口  食の安心・安全推進課  健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、京都ならでは施策

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ施策

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ施策
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取組事項名 食品ロス削減府民会議の開催

取組の内容

府民や食品関係事業者、行政等が一体となり、売れ残りや規格外品、食べ残し

などの理由から、食品が廃棄されてしまう「食品ロス」の削減に向けた具体的な

方策を議論するため、京都府食品ロス削減府民会議を設置し、幅広く議論を実施

します。

目標：年４回

取組事項名 食育強化月間における関係団体と連携した啓発

取組の内容

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」を統一テーマとして

定めている「きょうと食育強化月間（11 月）」において、府内各団体と連携した

啓発活動を行います。

目標：１回

取組事項名 食のみらい宣言・実践活動表彰の実施

取組の内容

府民が主体的に食育活動に取り組むきっかけづくりとして、府民自らの食に関

する目標（宣言）と、その結果（実践）及びその様子がわかる写真を「京都府食

のみらい宣言・実践活動」として募集します。

目標：食のみらい宣言を行い、健全な食生活をおくる府民 2,000 人

取組事項名 イベント等での食育の啓発

取組の内容

「きょうと食育ネットワーク」と連携しながら、食に関わるイベント等に効果的

な出展を行い、府民が食育を考え、体験出来る機会とします。

○食育取組事例等の展示・配布

○体験型ブース出展（食生活の見直しや、食に関わるマナー等の体験機会としま

す。）

○アンケート実施（府民の食育に対する意識を把握します。）

目標担当または窓口  食の安心・安全推進課  食品ロス施策

目標
担当または窓口  食の安心・安全推進課             

世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは

施策

目標 ９
担当または窓口  食の安心・安全推進課             

世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは

施策

目標
担当または窓口  食の安心・安全推進課  

世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは

施策
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取組事項名 きょうと食育ネットワーク団体による食育を支援する活動の登録と情報提供

取組の内容

「きょうと食育ネットワーク」を通じて、府内で行われている食育支援の活動

を登録し、ホームページ等で情報提供することで、食育に取り組むにあたって必

要な情報を容易に取得できるようにします。

【食育支援の取組】

○ボランティア活動 ○企業・工房等の見学 ○講師の派遣 ○教材等の提供

○農林漁業体験プログラム 等

取組事項名 京都府及び関係機関の「食」に関する情報の提供

取組の内容

ホームページ・メールマガジン等で「食」に関する情報を提供します。

＜きょうと食育情報＞

http://www.pref.kyoto.jp/shokuiku/index.html

＜食の安心・安全きょうと＞

http://www.pref.kyoto.jp/shoku-anshin/index.html

取組事項名 きょうと食育ネットワーク団体による食育講座の情報発信

取組の内容

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育講座の開催を情報発信し

ます。

取組事項名 食育プラットフォーム参加者の拡大

取組の内容

食育が府民運動として取り組まれるための体制を整えるため、府内で食育に取り

組む個人や団体が参加可能な食育プラットフォームの拡大を図ります。

プラットフォームにおいては、府内外における食育の先進的な取組情報やそのノ

ウハウの共有を行うとともに、食育に取り組む仲間や協力者を得るなど、食育に

関して有益な情報交換や交流を行うための場として位置づけます。

目標：食育プラットフォーム参加者 ２００名

目標
担当または窓口  食の安心・安全推進課  

世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは

施策

目標
担当または窓口   食の安心・安全推進課  

世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは

施策

目標
担当または窓口  食の安心・安全推進課  

世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは

施策

目標
担当または窓口  食の安心・安全推進課  

世代（全世代）、健康増進、家庭、ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ、

京都ならでは

施策
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取組事項名 学校教育活動全体を通じた食育の推進（新）

取組の内容

「食」に関する指導計画に基づき、食育に対する教職員の共通認識のもと、組

織的・体系的な食育を展開することにより、子どもたちにとって望ましい食習慣

づくりを推進します。

また、食育に関する教職員等の意識の向上を図り、各関連教科や特別活動等、

あらゆる機会を通じた「食」に関する指導を充実します。

取組事項名 調理実習等の充実

取組の内容

基礎的・基本的な知識と技能を身に付け、日常生活で活用できるようにします。

食文化を継承しつつ、健康と安全・衛生に配慮して調理を工夫し、食事を作る楽

しさや食べる喜びを味わうことができるようにします。

取組事項名 地場産物を取り入れた学校給食の促進

取組の内容

学校給食への地場産物の活用とともに、郷土食、行事食などを取り入れること

により、地元産物や食文化への理解を深め、郷土への関心を高めます。

取組事項名 地域の人材を活用した体験学習等の実施による生活実践力の育成（改）

取組の内容

食の専門家である「食いく先生」や食生活改善推進員等の外部講師による指導、

さらには地域の生産者等による耕作、収穫、調理等の食に関する体験学習等を取

り入れながら生活実践力を育成します。

取組事項名 採用選考試験等の実施

取組の内容
専門性を有する栄養教諭の新規採用枠を引き続き設けます。

目標 １担当または窓口 保健体育課 学校教育課 高校教育課 世代（子ども）施策

目標 1担当または窓口  学校教育課 高校教育課  世代（子ども）施策

目標 ３担当または窓口 保健体育課  世代（子ども）施策

目標１・12担当または窓口  保健体育課  世代（子ども）施策

目標 １担当または窓口  教職員課     世代（子ども）施策
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取組事項名 教職員研修の充実

取組の内容

初任者・新規採用者への研修を実施するとともに、教育局別研修会等を開催す

ることによって、学校における食育を推進するための教職員の意識向上及び資質

向上を図ります。

取組事項名 学校給食を活用した食育の推進

取組の内容

和食の保護・継承や京の食文化への理解を深めるため、地場産物や郷土食、行

事食を献立に取り入れたり、教科などと関連させた献立の工夫を図るなど、学校

給食を生きた教材として活用した食育の取組を推進します。

取組事項名 「きょうと健康おもてなし食の健康づくり応援店」の増加

取組の内容

①野菜たっぷりメニュー、②塩分控えめメニュー又は③アレルギー表示のいず

れかを実施している店舗を「きょうと健康おもてなし食の健康づくり応援店」と

して認定し、健康に配慮した店舗を増やします。

目標：８００店舗の登録

取組事項名 「健康ばんざい京のおばんざい弁当」の販売数

取組の内容

「栄養」や「京都らしさ」の一定の基準を満たした「健康ばんざい京のおばんざ

い弁当」を認定し、普及・販売促進に努めます。

目標：年１５，０００個の販売

取組事項名 働き盛り世代の生活習慣病予防を目的とした啓発

取組の内容

管内商工会議所等と連携し、健診時等において、望ましい食生活に関する情報

提供や体験等の機会を設け、働き盛り世代等への食生活改善に向けた啓発に努め

ます。

目標 １担当または窓口 保健体育課  世代（子ども）施策

目標１・３担当または窓口  保健体育課  世代（子ども）施策

目標 ６担当または窓口  健康対策課  世代（壮年期）、健康増進     施策

目標１３担当または窓口  健康対策課  健康増進、京都ならでは     施策

目標担当または窓口  山城北保健所  世代（若い世代、壮年期）、健康増進    施策
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取組事項名 健康づくりイベントでの食育啓発活動

取組の内容

管内各市町等と連携した健康づくりイベントにおいて、望ましい食生活に関す

る情報提供や体験等の機会を設け、食育の啓発に努めます。

取組事項名 家庭における食育推進をねらいとした啓発

取組の内容

各種イベント等において、野菜の摂取やバランスのよい食べ方等、正しい食生活

の知識に関する情報提供等を行い、食育の啓発に努めます。

取組事項名 山城マルシェの開催

取組の内容

山城地域の食の魅力発信と地産地消の推進を目的に山城マルシェを開催しま

す。

目標：２回（けいはんなプラザ、主要駅や市役所前広場など）

取組事項名 山城産をおいしく食べられる食堂の登録開始

取組の内容

山城産食材を食べて楽しめる飲食店等を登録し、健康な食生活の実現、山城産

の利用推進を目指します。

目標：５０店舗

取組事項名 キッチンカーによる野菜畑等での料理講習会の開催

取組の内容

山城地域の食や農にふれ、食べ物への感謝の心を育む実践型食育を通じて、家

族全員が調理力を学ぶ機会を提供します

目標：４回

目標担当または窓口  山城北保健所  世代（全世代）、健康増進，家庭     施策

目標担当または窓口 山城南保健所  健康増進、家庭施策

目標担当または窓口 山城広域振興局農林商工部  京都ならでは施策

目標担当または窓口 山城広域振興局農林商工部  世代（全世代）、健康増進、京都ならでは     施策

目標担当または窓口 山城広域振興局農林商工部 家庭施策
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取組事項名 山城の農業や食の魅力を伝える山城産品インターネット販売の開始

取組の内容

山城地域の「食」や特産物を作る農業者を紹介し、山城産品をいつでも購入で

きるインターネット販売サイトをやましろ産ごちそうさんプラットホームメンバ

ーにより立ち上げることで、山城産を広くアピールするとともに､山城産の利用拡

大を目指します

取組事項名 山城地方食育・学校給食研究協議会の開催

取組の内容

山城管内の学校、学校給食共同調理場及び市町（広域連合）教育委員会の教職

員・調理員等学校給食関係者が食に関する指導についての理解を深め、学校教育

活動全体を通じた食育の推進を図るとともに、学校給食の管理及び運営並びに食

に関する指導について研究協議し、学校給食の安全性の確保と健康教育に関する

指導のより一層の充実を図る。

○平成２８年７月 2２日（金）開催

取組事項名
直売所等を巡るクイズラリーの実施（ぐるっと京都丹波ファーマーズマーケット

ラリー）

取組の内容

京都丹波の食の魅力を広く発信し、農産物等の売上げ拡大や生産者の所得増

加を目指し、８月１日～１０月３１日までクイズラリーを実施。

今年度は、クックパッド京都府公式キッチンに直売所や農家イチ推しレシピを

掲載し、地元産農産物を使った地元農家ならではの料理レシピを手に入れ、野菜

などの新たな調理方法、おいしい食べ方を知るなど、京都丹波の魅力を直接感じ

てもらうことにより、京都丹波ファンを増やす取組として実施します。

取組事項名 意見交換会の開催～おいしい京都丹波イチ推しレシピ＆トーク～

取組の内容

管内農産物直売所や農家が考案した京都丹波ならではのオリジナルレシピを

『「京都丹波」イチ推しの食 100 選』として、クックパッド京都府公式キッチン

に掲載中。その中から商品化可能なレシピについてジェーアール西日本ホテルグ

ループ総料理長（ホテルグランヴィア京都）と共同開発、商品化を予定。

農産物直売所や地元産食材を通じて、京都丹波の食の魅力を知ってもらうこと

により、京都丹波のファンを拡大する取組として、お披露目試食会とパネルディ

スカッションを一般消費者、生産者を対象に 11 月末、実施します。

目標
担当または窓口 山城広域振興局 農林商工 部  

世代（若い世代、壮年期、高齢者）、ラ イ フ ス

タ イ ル

施策

目標担当または窓口  山城教育局  世代（子ども）   施策

目標 ９担当または窓口  南丹広域振興局農林商工部 京都ならでは施策

目標 ９担当または窓口  南丹広域振興局農林商工部  京都ならでは施策
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取組事項名 「京都丹波豆 ONE グランプリ 2016」の開催

取組の内容

京都丹波（亀岡市・南丹市・京丹波町）産豆の魅力を、特に次世代を担う方た

ちを中心として多くの方に知ってもらうために、京都府内の中学生以上の学生を

対象とした豆スイーツレシピコンテストを実施します。

取組事項名 京都丹波産豆を使った新しい給食献立を提供

取組の内容

子どもたちに京都丹波産の豆に親しみ、そのおいしさを知ってもらうた

めの取組として、管内の栄養職員・栄養教諭や『「京都丹波」豆ＯＮＥの会』

と協力して、管内の学校で地場産豆を使った新しい給食献立を提供します。         

取組事項名 おいしい食の応援隊（農作業ボランティア）の開催

取組の内容

ボランティアが農家と一緒に農作業に汗を流すことで、農山村の活性化や地産

地消を推進し、また、農家等地域との交流により、地域の食材に対する正しい知

識や食事の大切の認識を深めることに寄与します。

取組事項名 小学生椎茸菌打ち体験

取組の内容

地域の山から切り出した原木を用いて菌打ち体験を実施します。

食と健康、地域の自然・森林環境についての認識を深めます。

平成２９年２月頃 ５年生対象

取組事項名 栽培から加工、調理まで行う食育（農業改良普及センター）

取組の内容

地元小学校が農産加工グループ、食いく先生、当普及センターが協力して、

①小学校児童に大豆栽培から味噌作りや、味噌汁調理までの食育を行う。

普及センターは大豆栽培指導の支援や、味噌汁の具用野菜の栽培方法の指導を分

担します。 対象：川東学園

②小学校児童に黒大豆（枝豆）、壬生菜の栽培、収穫までの食育を行う。

普及センターは栽培方法の指導を支援します。 対象：殿田小学校

目標 ９担当または窓口 南丹広域振興局農林商工部  健康増進、ライフスタイル施策

目標1,12担当または窓口 南丹広域振興局農林商工部 世代（子ども）施策

目標 9担当または窓口 南丹広域振興局農林商工部  世代（子ども）、ライフスタイル施策

目標 ９担当または窓口  南丹広域振興局農 林商工 部 世代（子ども、若い世代）、京都ならでは施策

目標 ３担当または窓口  南丹広域振 興局農 林商工 部  京都ならでは施策
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取組事項名 食の生産現場における安全対策を学ぶフィールドワークの実施

取組の内容

南丹広域振興局の各部局職員を対象に、臨場感を持った食の安全対策の共通認

識を深めるためのフィールドワークを実施予定。

取組事項名 大学等を会場とした食育キャンペーンの開催（保健室）

取組の内容

野菜摂取量の向上をめざした食育キャンペーンを、野菜摂取量が落ち込む若い

世代（大学生）を対象に実施します。

目標：年１回 参加者２００名

取組事項名
働きざかり世代への企業食堂を通じた健康づくり

「けんこう食堂化プロジェクト」（保健室）

取組の内容

働き盛り層の「肥満者の増加」や「野菜摂取量の不足」など食に関する課題解

決に向けて、企業・大学と保健所が協働で健康講座や食堂の環境整備を図ること

で、健康的な食行動が実践できる等食を通じた健康づくりを進めるとともに、農

林商工部との連携により地元産野菜の販路拡大も進めます。

目標：1 ヶ所以上

取組事項名
「なんたん・かんたん・やさい料理」レシピカードを活用した野菜摂取量向上の

取り組み（保健室）

取組の内容

京都丹波地域府民会議食環境部会で２７年度に編集した「野菜レシピカード」

を農作物直売所・一般飲食店・食環境部会構成団体を通じて広く配布します。

目標：直売所及び飲食店 年３回  配布枚数：計２０，０００枚

目標 ９担当または窓口  南丹保健所  世代（若い世代）、健康増進施策

目標 ９担当または窓口  南丹保健所  世代（壮年期）、健康増進施策

目標 ９担当または窓口  南丹保健所  健康増進、家庭施策

目標 ５担当または窓口 南丹地域食の安 心・安全 プロジ ェクトチ ーム               京都ならでは施策
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取組事項名 きょうと健康長寿推進京都丹波地域府民会議食環境部会の開催（保健室）

取組の内容

南丹地域の食による健康長寿をめざすことを目的に、ボランティア団体、栄養

士の団体、保育、教育、農林、市町行政等を構成団体とした食環境部会を開催し、

課題検討や情報交換を通じて地域における食育の推進を図ります。

目標：年２回

取組事項名 南丹地区食育・学校給食研究協議会の開催

取組の内容

南丹管内の幼･小･中･府立学校･学校給食センター･市町教育委員会等の

教職員及び調理員が食に関する指導や管理運営に係る実践交流等を行い、

安心・安全で、かつ生涯にわたる健康づくりの基盤となる学校給食の充実

と、家庭･地域等と連携した学校教育活動全体を通じた食育の推進を図りま

す。

目標：１回    

  （H28 年度実施の協議会の様子）→

取組事項名 食育に関する講演の実施（みんなでコラボ in 中丹）

取組の内容

PTA 指導者研修会（みんなでコラボ in 中丹）において、『「和食料理人が行う食

育」～今、保護者に伝えたいこと～』と題した講演を実施します。

各校の PTA 役員等が一同に集う機会を活かし、和食に関する理解を深めると共

に、プロの料理人が行う食育の取組について講演いただくことで、家庭での食育

に関する取組の推進に向けて実施します。

目標：１回

取組事項名 中丹地区食育・学校給食研究大会の開催

取組の内容

中丹地区の学校給食の充実や安全な学校給食の実施に向けて、栄養教諭や学校

給食の調理従事者等の研修を実施します。

各校において取り組む食に関する指導への理解を深めると共に、今年度につい

ては「歯からみた食育」をテーマに、調理の方法によって変化する咀嚼や口の筋

力との関係性から食育推進の重要性を学びます。

目標：１回

目標 ９担当または窓口  南丹保健所  世代（全世代）、健康増進、家庭施策

目標8.12担当または窓口  南丹教育局    世代（子ども 若い世代）、健康増進施策

目標  担当または窓口  中丹教育局  家庭施策

目標 １担当または窓口  中丹教育局  世代（子ども）施策
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取組事項名 学校給食における地元産食材の利用と食育の推進

取組の内容

学校給食への地元産食材の積極的な利用を働きかけるとともに、地域の農業・

地域の農産物を通じて郷土を愛する心を育むため、小学校での食育授業を市町村

と連携して実施します。

取組事項名 小学校の食育活動に対する支援

取組の内容

小学校が取り組む農作業体験活動を支援します。

※参考

   5/16 大宮第一小学校 田植え

   6/14 宮津小学校   大豆の話と種まき作業

   7/14 宮津小学校   大豆の管理作業

    9 月 大宮第一小学校 稲刈り

    9/28 大宮南小学校 丹後の農業について講義

取組事項名 食育フォーラムの開催

取組の内容

・農林、教育をはじめ様々な食育に関する機関と

連携しながら、丹後地域の食育活動を共有し、

ネットワークづくりをすすめることを目的とし、

講演会等を開催します。

目標：年１回

取組事項名 イベントでの食育体験コーナー等の設置

取組の内容

・丹後農業研究所施設公開デーや丹後はぐくみフェスティバル

をはじめ、多数の府民が集まる会場にて、栄養士や保健師が

「健康づくり」の推進を目的に、食についての相談や

食塩測定等の体験コーナーを設置します。

目標：年２回

目標 ３担当または窓口 中丹広域振興局農林商工部  世代（子ども）施策

目標担当または窓口  丹後保健所 世代(子ども、若い世代)施策

目標担当または窓口  丹後保健所 健康増進施策

目標担当または窓口  丹後広域振興局農林商工部 世代（子ども）施策
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取組事項名 食育月間の取組

取組の内容

・食育月間である６月に、府民ホールにて

食に関する展示を実施し、正しい情報を提供します。

取組事項名 丹後食育・学校給食研修会の開催

取組の内容

丹後管内の学校・学校給食センター・市町（組合）教育委員会の教職員・調理

従事員・関係職員を受講対象者とし、管内における取組報告や研究協議を行うこ

とにより、食に関する指導についての理解を深め、食に関する指導計画に基づい

た学校教育活動全体を通じた食育の推進を図ります。

７月 2６日（火）開催

取組事項名 特定給食施設である事業所における食習慣の改善に向けた取組

取組の内容

特定給食施設である事業所と連携し、主に働き盛り層の男性従業員を対象に、

健康課題の改善のため食習慣の改善に重点を置き、京都府産野菜を使用した昼食

を介し、野菜摂取量増加の啓発活動に努める。

目標：1 回

取組事項名 乙訓学校給食研究大会の開催

取組の内容

乙訓管内の学校給食実施校及び各市町教育委員会の学校給食関係者を対象とし

て、乙訓学校給食研究会と連携し、学校給食における管理運営・栄養管理や調理・

食に関する指導についての諸問題を研究協議し、学校給食の安全性の確保を図る

とともに、健康教育の一環としての学校給食のより一層の充実と食育の推進を図

るため、研修会を実施します。

○平成 2８年７月２８日（木） 向日市立向陽小学校

目標担当または窓口  丹後保健所 健康増進施策

目標担当または窓口   丹後教育局 世代（子ども）施策

目標担当または窓口 乙訓保健所、乙訓教育局、京都乙訓

農業改良普及センター  

世代(壮年期)施策

目標担当または窓口  乙訓教育局  世代（子ども）施策
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取組事項名 子どもを対象とした農業体験の開催

取組の内容

将来を担う子どもたちの農業に対する関心を深めるために、子どもたちを対象

とした植え付け体験や収穫体験等のイベントを、地域団体が主体となって開催し

ます。

目標：農業体験イベント １０地区

取組事項名 高校生・大学生による農業関連実践活動

取組の内容

人手が不足している農山漁村が、専門分野の知識・技術を一層深めることを目

的とした農業関係等専門科を有する高校・大学等と連携し、農業用施設の保全管

理、新たな特産品の開発など「食」に係る実践活動に取り組みます。

目標値：参加学校数 ５校

取組事項名 農業体験活動の推進

取組の内容

丹後王国「食のみやこ」内の農園等において、果樹や野菜（ブルーベリー、サ

ツマイモ等）の収穫など、「農業体験」活動を推進します。

目標：740 人

取組事項名 食を楽しみながら学ぶ機会の提供

取組の内容

丹後王国「食のみやこ」内の加工施設等において、成形パン、アイスクリーム、

クッキー等の「食」を楽しみながら学ぶ「手作り体験教室」を開催します。

目標：4,400 人

目標担当または窓口  農村振興課 世代（子ども）施策

目標担当または窓口  農村振興課 世代（若い世代）施策

目標担当または窓口 経営支 援・ 担い 手 育成 課（ 丹後 王国 「 食の みや こ 」） 家庭施策

目標担当または窓口 経営支 援・ 担い 手 育成 課（ 丹後 王国 「 食の みや こ 」）               家庭施策
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取組事項名 京都発！「食とみどりのサイエンスＮＯＷ」の開催

取組の内容

府内産農林水産物に関する研究成果や最新情報を提供することで、府内産の特

色ある食材を府民の皆様に知ってもらい、身近に親しんでいただく機会を提供し

ます。

目標：１回

取組事項名 農林水産技術センター施設公開の開催

取組の内容

府内各地にある農林水産試験研究機関において、京野菜や京都米、丹後とり貝

など、京都府の特色ある農林水産物のつくり方やおいしさの“ふしぎ”に触れな

がら、その魅力を体感できる施設公開を夏休み期間中に開催します。

目標：６回

取組事項名 女性農業者による食育活動と農山漁村伝承技能保持者による技術伝承活動

取組の内容

京都府内の生活研究グループが取り組む郷土料理講習や農業体験などの食育活

動を支援します。また、農山漁村伝承技能保持者が行う、農山漁村に伝わる技能

伝承活動を支援します。

目標：４回

取組事項名 農山漁村伝承技能の登録・認定

取組の内容

農山漁村地域において長年にわたり培われ、行われていきた伝統的又は優れた

生産・生活に係る技能を保持し、農林水産業や地域振興に意欲を持って技能の伝

承活動ができる６５歳以上の府内在住者を登録している。その中で、極めて優れ

た技能の保持者については、京都府の「農の匠」、「山の匠」、「海の匠」として認

定し、京都府ホームページで紹介する。

目標：１回

目標担当または窓口 農林水産技術センター企画室（流通・

ブランド戦略課）

健康増進、京都ならでは施策

目標  担当または窓口 流通・ブランド戦略課 世代（子ども）、家庭、京都ならでは施策

目標担当または窓口 流通・ブランド戦略課  高齢者 京都ならでは施策

目標担当または窓口 農林水産技術センター企画室（流通・

ブランド戦略課）

若 世代（子ども、若い世代、壮年期）、京都な

らでは

施策
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取組事項名 「京都米の良さ発見」提案事業の実施

取組の内容

（一社）京都府米食推進協会が、京都の大学、短大、専門学校で学ぶ学生を対

象に京都米全般に関する事業提案及び米をはじめとする地域の特産物の特徴や食

文化に関する調査研究を通じて、学生に京都米の良さを再発見してもらうととも

に、その提案を活用して府民に対して京都米や地域の特産物の知識を広げる活動

を行います。

取組事項名 京都米提供店の登録

取組の内容

（一社）京都府米食推進協会が、京都米を使用しているホテル、料理店を京都

米提供店として登録し、広く府民に京都米を知らせます。また、登録章の交付式

において、消費者、生産者、流通に関わる団体が意見交換を行います。

取組事項名 茶育の推進

取組の内容

小学生を対象とした「キッズ茶ムリエ」の開催（山城広域振興局）や小学校で

の「宇治茶ふれあい教室」（茶協同組合）による茶育を行います。

取組事項名 環境にやさしい農業に取り組むエコファーマーと消費者の交流会の開催

取組の内容

府庁旧本館こだわりマルシェ他で、環境にやさしい農業への理解を深めるため、

エコファーマーと消費者との交流会を開催します。

目標：3 回以上

取組事項名 学校での水産教室の開催

取組の内容

子どもたちの水産物に対する興味を喚起し、理解を深めるため、京都府職員が

各種学校へ出向き、講義を行います。

目標担当または窓口   農産課  世代（若い世代）施策

目標担当または窓口   農産課 ライフスタイル    施策

目標担当または窓口   農産課  世代（子ども）施策

目標担当または窓口   水産課  世代（子ども）施策

目標担当または窓口   農産課              ライフスタイル施策
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取組事項名 都市漁村交流の促進

取組の内容

丹後の水産物に対する都市住民の理解を促進するため、丹後水産物のＰＲや漁

業・漁村体験等の都市漁村交流事業を行う団体を支援します。

取組事項名 高齢者等への買い物支援

取組の内容

商店街団体等が地域コミュニティの核となるような特色づくりに取り組む事業

を支援する中で、地域の生活支援商店街など、高齢者等の買い物弱者の買い物の

利便性を高め、生活の質の向上を図るとともに商店街の振興につながる事業を支

援します。

取組事項名 食品表示法・HACCP 研修会の開催（実施団体：食品産業協会）

取組の内容

食品製造業者向けに食品表示法及び HACCP に関する研修会を行い、適正な情

報を記載している食品の流通を目指します。また、HACCP 導入を推進し、食品

製造・加工における衛生管理の向上を図り、消費者の健康増進へ繋げます。

目標：１回

取組事項名 農林水産フェスティバルへの出展（実施団体：食品産業協会）

取組の内容

農林漁業者・関係団体の参加を促し、農林水産物や加工品等の展示、試食、販

売を通し、消費者との交流を図ることで、食への意識向上を図ります。

目標：１回（毎年実施）

目標担当または窓口  水産課 世代（全世代）施策

目標担当または窓口  商業・経営支援課  世代（高齢者）   施策

目標 ５担当または窓口  ものづくり振興課 健康増進施策

目標担当または窓口  ものづくり振興課 家庭    施策



３　第３次京都府食育推進計画目標に関する年度別目標数値及び達成状況

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 65% 100%

達成状況 57%

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 22校 30校

達成状況 20校

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 22% 30%

達成状況 18%

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 157施設 200施設

達成状況 145施設

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 年５回 年５回

達成状況 －

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 550店舗 800店舗

達成状況 567店舗
食情報提供店

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 年６回 年６回

達成状況 －

＜平成２８年度の取組予定＞

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

7 食の安心・安全府民大学の開講（新規）

＜目標設定の考え方＞食の安心・安全に関すること、調理に関すること、食を選ぶことに関すること、京都の食文化に関することなど、食
に関することを総合的に学べる機会を提供することで、家庭の食育推進など、複合的な効果を発揮したいと考えています。（農林水産部食
の安心・安全推進課）〔第４次京都府食の安心・安全行動計画との共通目標〕

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

6
「きょうと健康おもてなし食の健康づくり
応援店」の増加（新規）

＜目標設定の考え方＞①野菜たっぷりメニュー、②塩分控えめメニュー又は③アレルギー表示のいずれかを実施している「きょうと健康お
もてなし食の健康づくり応援店」を増加させることで、府民の健康増進につなげたいと考えています。（健康福祉部健康対策課）〔第４次
京都府食の安心・安全行動計画との共通目標〕

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

5
食品表示法や機能性表示食品等に関する講
習会の開催（新規）

＜目標設定の考え方＞食品表示等に関する知識等を取得することで府民の健康増進につなげたいと考えています。（農林水産部食の安心・
安全推進課）

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

4
大学、企業、老人施設等の食堂で地元農林
水産物を多く使用する「たんとおあがり京
都府産施設」の増加（新規）

＜目標設定の考え方＞地産地消を推進し、栄養価の高い食事を確保するだけでなく、輸送エネルギーなどの発生抑制など環境にも配慮しつ
つ、全ての世代がその恩恵に浴することを促進したいと考えています。（農林水産部食の安心・安全推進課）
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実践型食育を実施している小・中学校の割
合（新規）

項　　　目

1

＜目標設定の考え方＞食育基本法において、重要とされている農業体験・調理などの実践型食育を強化し、とりわけ、子どもたちへの食育
を重点化したいと考えています。（農林水産部食の安心・安全推進課）

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

2
「お弁当の日」を実施する府内の学校の数
（新規）

＜目標設定の考え方＞食育基本法において、重要とされている農業体験・調理などの実践型食育を強化し、とりわけ、子どもたちへの食育
を重点化したいと考えています。（農林水産部食の安心・安全推進課）

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

3
学校給食への地元農林水産物の供給品目数
の割合

＜目標設定の考え方＞地産地消を推進し、栄養価の高い食事を確保するだけでなく、輸送エネルギーなどの発生抑制など環境にも配慮しつ
つ、全ての世代がその恩恵に浴することを促進したいと考えています。（農林水産部食の安心・安全推進課）



年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 95%

達成状況 87% 86.2%

目標 － 90%

達成状況 82% 81.1%

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 2,000人 10,000人

達成状況 －

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － １箇所 ５箇所

達成状況 －

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 年４回 年４回

達成状況 －

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 160授業 300授業

達成状況 108授業

年度
策定時

（H26）
２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

目標 － 年15,000個 年15,000個

達成状況 年6,285個

項　　　目

13
「健康ばんざい京のおばんざい弁当」の販
売数

＜目標設定の考え方＞「栄養」や「京都らしさ」の一定の基準を満たした「健康ばんざい京のおばんざい弁当」を広めることで、京都の食
文化の継承など、複合的な効果を発揮したいと考えています。（健康福祉部健康対策課）〔第４次京都府食の安心・安全行動計画との共通
目標〕

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

12 「きょうと食いく先生」の授業数の増加

＜目標設定の考え方＞食に関するエキスパートである「きょうと食いく先生」が持つ、知識や経験を子どもたちや府民に広げることによ
り、京都の食文化の裾野を広げていきたいと考えています。（農林水産部食の安心・安全推進課）

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

11
京都における季節の行事食などの研修会の
実施

＜目標設定の考え方＞和食のユネスコ無形文化遺産登録に代表される京都の食文化を積極的に後世に残していく必要があると考えていま
す。（農林水産部食の安心・安全推進課）

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

10
食事の宅配事業を実施する「京野菜ラン
ド」の数

＜目標設定の考え方＞今後の少子高齢化の進展を踏まえれば、自ら調理できない方の増加も見込まれ、地産地消を前提とした良質な食事を
提供できる環境整備が必要と考えています。（農林水産部食の安心・安全推進課）

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

9
食のみらい宣言（食育宣言）を行い、健全
な食生活をおくる府民

＜目標設定の考え方＞単独世帯の増加など、様々なライフスタイルがあり、家庭だけでなく、府民がつながり、個々の自発的な食育活動に
つなげたいと考えています。（農林水産部食の安心・安全推進課）〔第４次京都府食の安心・安全行動計画との共通目標〕

＜平成２８年度の取組予定＞

項　　　目

朝食を毎日食べる府内小学生の割合（６年
生）

＜目標設定の考え方＞朝食は、極めて重要な働きをしており、とりわけ、子どもたちが朝食を欠食しないよう家庭に働きかけていきたいと
考えています。（教育庁学校教育課）

＜平成２８年度の取組予定＞

朝食を毎日食べる府内中学生の割合（３年
生）

8
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